
        

先
達
の
方
々 
屯
田
兵
（そ
の
４
） 

兵
村
の
設
営 

 

中
隊
本
部
の
設
営 

兵
村
設
営
の
中
心
に
な
る
も
の
は
、
大
隊
及

び
中
隊
本
部
と
こ
れ
に
付
帯
す
る
官
庁
や
倉
庫
、

そ
し
て
兵
屋
で
し
た
。 

設
営
に
当
っ
て
は
、
札
幌
陸
軍
経
営
部
が
所

管
し
、
現
地
に
は
中
隊
ご
と
に
出
張
所
が
設
け

ら
れ
、
第
一
中
隊
の
端
野
に
は
、
現
在
の
国
道

三
九
号
東
一
六
号
線
交
点
附
近
に
「
常
呂
郡
野

付
牛
出
張
所
」
が
設
け
ら
れ
、
世
話
人
の
外
三

人
配
置
さ
れ
、
現
場
監
督
や
物
品
の
出
納
等
の

業
務
を
担
当
し
、
設
営
の
総
括
は
大
隊
本
部
が

行
い
ま
し
た
。 

第
一
中
隊
本
部
は
、
中
央
道
路
と
東
一
六
号

線
交
点
附
近
一
帯
に
本
部
、
医
務
室
、
武
器
庫
、

被
服
糧
抹
庫
、
中
隊
長
外
幹
部
の
官
舎
、
事
務

所
、
集
会
所
、
雑
穀
種
置
所
の
外
錬
兵
場
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、
裏
面
に

記
載
し
た
配
置
図
の
通
り
で
す
。
ま
た
、
一
六

号
線
裏
山
（
現
在
の
町
営
墓
地
の
左
側
）
に
射

撃
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

兵
屋
の
配
置 

北
見
屯
田
の
兵
屋
の
配
置
は
、
中
隊
別
に
五

つ
に
分
散
し
た
兵
村
（
下
野
付
牛
、
中
野
付
牛
、

上
野
付
牛
、
南
湧
別
、
北
湧
別
）
に
、
さ
ら
に

中
隊
を
三
～
四
の
兵
村
区
に
分
け
、
各
区
内
で

は
兵
屋
を
密
集
型
に
し
た
配
置
で
、
他
の
屯
田

兵
村
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

第
一
次
に
支
給
さ
れ
た
千
八
百
坪
の
土
地

（
幅
三
十
間
、
奥
行
六
十
間
）
に
十
七
、
五
坪

の
兵
屋
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
支
給
地
の

配
置
図
及
び
兵
屋
の
平
面
図
は
、
裏
面
に
記
載

の
通
り
で
す
。 

兵
屋
は
、
畳
敷
き
の
六
畳
と
四
畳
半
、
土
間

続
き
に
炉
を
囲
む
よ
う
に
板
張
り
の
部
屋
が
あ

り
、
こ
の
一
角
に
流
し
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

広
い
土
間
は
作
業
場
、
倉
庫
、
農
機
具
等
の
収

納
な
ど
が
で
き
、
便
所
は
裏
口
に
近
い
と
こ
ろ

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

材
料
は
全
て
現
地
の
立
木
を
使
用
し
、
乾
燥

す
る
と
隙
間
が
で
き
風
や
雨
、
雪
が
吹
き
込
み
、

と
も
か
く
住
む
だ
け
の
住
宅
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

井
戸
組
、
風
呂
組 

兵
村
は
一
の
兵
営
で
す
が
、
同
時
に
兵
員
家

庭
の
集
団
で
も
あ
り
、
ま
た
、
全
国
各
地
か
ら

生
活
習
慣
や
言
葉
さ
え
も
違
う
人
々
が
共
に
暮

ら
し
、
か
つ
未
開
の
地
で
開
墾
と
い
う
難
事
業

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
兵
村
全
体

の
協
働
と
協
調
、
そ
し
て
秩
序
の
維
持
が
重
要

で
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
共
同
精
神
を
涵
養
す
る
一
つ
と
し
て
、

兵
村
内
に
六
戸
～
八
戸
に
一
箇
所
の
共
同
の

「
井
戸
」
と
「
風
呂
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
井
戸
や
風
呂
を
共
同
で
利
用
す
る
グ

ル
ー
プ
を
「
井
戸
組
」「
風
呂
組
」
と
い
い
、
現

在
の
自
治
会
の
隣
組
の
よ
う
な
組
織
で
し
た
。 

    

工
事
が
遅
れ
未
完
成
の
兵
屋
に
入
居 

第
一
中
隊
の
設
営
を
請
負
っ
た
の
は
函
館
の

森
川
組
で
、
元
請
な
の
か
下
請
な
の
か
に
つ
い

て
は
記
録
が
な
く
不
明
で
す
が
、
東
一
七
号
線

と
中
央
道
路
（
現
国
道
三
九
号
）
を
は
さ
み
、

二
号
駅
逓
付
近
に
、
作
業
所
や
飯
場
を
置
き
建

設
に
当
っ
た
（
故
元
端
野
町
長
中
澤
廣
氏
談
）

と
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

工
事
は
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
十
月
ま

で
に
完
成
予
定
の
と
こ
ろ
、
資
材
や
物
資
、
職

工
人
夫
の
不
足
や
冬
期
間
の
食
糧
補
給
の
困
難

等
か
ら
、
請
負
人
が
工
事
を
放
棄
し
、
残
工
事

は
中
隊
の
直
轄
工
事
と
な
り
、
第
一
次
入
地
の

翌
三
十
（
一
八
九
七
）
年
六
月
七
日
に
は
、
一

応
入
居
で
き
た
も
の
の
完
成
に
は
程
遠
い
兵
屋

も
多
く
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
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（
裏
面
に
続
き
ま
す
） 

た
ん
の
小
史 

 
 

ふ
る
さ
と
端
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兵屋配置図(二区隊の例) 

正面図 

兵屋図(正面・平面) 

syoume 

屯田歩兵第四大隊第一中隊本部配置図 

第一給与地図(二区隊の例) 

平面図(17.5坪) 
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